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 要  旨 
 
筋の収縮は筋線維が運動神経からの刺激を受けて活動電位が発生することで行わ
れる .筋音図(Mechanomyogram;MMG)は筋収縮時に筋の径が側方変形に拡大した
ときに生じる微細変動を測定したものである .従来 ,筋機能評価法のひとつとして
用いられてきた表面筋電図(Electromyogram;EMG)は筋の電気的振動を表したもの
であるのに対し ,MMGは筋収縮時の機械的振動として捉えられている .EMGは筋
機能評価法のひとつとして古くから使用されており ,EMGを用いた研究は随意収
縮時 ,疲労時等や筋疾患の評価など多岐にわたって用いられている .しかしMMGは
センサの性能が不十分であったことなどにより ,研究が本格的に行われ始めたの
は近年になってのことである .このようにMMGに関する研究は増えつつあるもの
の ,まだ十分には行われていない .そこで本研究では ,上腕二頭筋における等尺性収
縮による筋疲労回復過程をEMGとMMGの信号から平均パワー周波数(MPF)とト
ータルパワー(TP)を求めて評価を行った .実験は上腕二頭筋を対象とし被験者は
シールドルーム内に坐位で ,肩関節0°屈曲 ,肘関節90°屈曲 ,前腕回外位で等尺性収
縮を行いMMGとEMGの信号を記録した .また前腕と上腕の振動を抑制するために
手首および肘関節の両側を木製の台で固定した .被験者の発揮張力は最大随意収
縮 (Maximum voluntary contraction: MVC) に対して20%, 40%, 60%MVCとした . 
被験者が一定の発揮張力を目視で確認できるようにするためデジタルインジケー
タを設置し ,発揮張力を表示した .その結果 ,疲労過程においては本研究では疲労 ,
回復過程に伴う筋機能評価の研究として ,EMGとMMGを用いた .疲労過程におい
てEMGとMMGはどちらも疲労による筋の収縮特性を反映した .特にMPFについて
はEMGが ,TPについてはMMGが疲労による変化を顕著に表すことが示された .ま
た ,20%MVCと40%, 60%MVCの間で差が見られた .これは収縮力や収縮時間によ
り活動する筋線維が異なったためと考えられる .また ,回復過程では10%MVCとい
う低収縮力にもかかわらず ,EMG,MMG共に20%MVCの疲労負荷でTPは疲労前と
比較して疲労直後に増加した .これは疲労により運動単位の動員閾値の低下に起
因していると考えられる .さらに力積に着目すると ,各収縮力で比較した時にEMG
は力積とほぼ同等の変化であったのに対して ,MMGは力積よりも大きな変化を示
した .また各収縮力で力積を一定とした場合にはMMG,EMGは20%MVCと
60%MVCの間で特に変化に差が見られた .このことはMMGとEMGの特性の違いを
示唆している .また ,収縮力を等しくした回復過程においてMMGは400%timeまで
20%MVCと60%MVCに差が見られたことから ,低負荷のすなわち力積の大きい筋
疲労回復における評価はMMGのTPがより明確に評価可能であることが示された . 
 
